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文武両道による人格の形成 

美術部員＜会場前で＞ 09.07 

 
書道部(顧問の山口先生と) 

 

 
                                         
                                                                         
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                       

                     
            
 

第
33
回
全
国
高
等
学
校 

総
合
文
化
祭 

美
術
部 

岸
野 

照
葉 

美
術
工
芸
部
門
出
展 

 

7
月
29
日･

30
日
に
三
重

県
津
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校

総
文
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
会

で
は
、
三
重
県
立
美
術
館
に
全

国
か
ら
選
出
さ
れ
た
優
秀
作
品

が
一
同
に
集
ま
っ
た
展
覧
会
や

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

岸
野
照
葉
さ
ん
は
、
『
同
年

代
の
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
を
鑑

賞
し
た
り
、
交
流
会
で
は
意
見

を
出
し
合
っ
た
り
、
批
評
し
た

り
し
て
、
そ
の
中
で
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
分
自
身
に
と
っ
て
大
変
刺
激

に
な
り
、
有
益
な
こ
と
で
あ
っ

た
と
同
時
に
、
今
後
に
向
け
て

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
私
を
支

え
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
気

持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
』
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
作

品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

                

第
33
回
全
国
高
等
学
校 

総
合
文
化
祭 

書
道
部 

花
房 
玲
香 

書
道
部
門 
出
展 

全
国
高
校
総
文
に
出
場
し

た
花
房
玲
香
さ
ん
は
、
7
月

31
日
の
交
流
会
で
「
き
ら
き

ら
と
い
つ
ま
で
も
輝
い
て
い

た
い
」
と
い
う
言
葉
を
揮
毫

し
ま
し
た
。 

 

各
県
代
表
の
作
品
中
、
隷

書
で
最
も
多
か
っ
た
「
曹
全 

 

碑
」
の
臨
書
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
花
房
さ
ん
の
作
品
は
翌
日
の

講
評
会
で
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

を
通
し
て
紹
介
さ
れ
、
「
隷
書

の
正
統
的
か
つ
基
本
に
則
っ
た

作
品
」
と
高
い
評
価
を
得
ま
し

た
。 

     

第
14
回
全
日
本
高
校
大
学
生

書
道
展(

主
催
読
売
新
聞
社
日
本 

 
 

書
芸
院)

 

優
秀
賞 

 

3
年
花
房
玲
香 

準
優
秀
賞 

3
年
北
谷
美
華 

大
学
生
と
同
じ
土
俵
で
審
査

さ
れ
る
展
覧
会
で
す
が
、
見
事

に
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。 

全
国
レ
ベ
ル
の
実
績
を
維
持

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
大

変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
運
動
部
同
様
に
過
酷
な

練
習
や
鍛
練
の
賜
物
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

美
術
部
、
そ
し
て
書
道
部
に

敬
服
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

活
躍
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

＝
そ
の
他
文
化
部
の
活
躍

＝ 
 

【
合
唱
部
】 

第
76
回
NHK
全
国
学
校
教
育
コ

ン
ク
ー
ル
兵
庫
県
大
会
出
場 

奨
励
賞
受
賞 

平
成
21
年
度
兵
庫
県
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
高
校
の
部
出
場 

銅
賞 

[

予
定] 

・
第
33
回
高
校
総
文
の
開
会
行

事
に
代
表
出
演(

10
月
31
日)

 

・
合
唱
部
門
演
奏
会
に
出
演

(

11
月
21
日)

 

・
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト(

3

月
30
日
明
石
市
立
西
部
市
民

会
館) 

 

【
演
劇
部
】 

夏
季
合
同
公
演
を
8
月
9

日
、
東
播
磨
高
と
県
農
業
高
と

合
同
で
行
い
ま
し
た
。 

 

ちょっと一言 外国のある有名な歌手が各国の言葉を比較して、イタリア語は「歌に向く言葉」、フラン

ス語は「愛を語る言葉」、ドイツ語は「詩を作る言葉」、そして日本語を「人を敬う言葉」だと言われた。言

葉は、人を生き生きともさせるし、悲しませたり、怒らせたり、ときには大きな傷を心に与えることもある。外

国の方から「人を敬う言葉だ」と評される言葉を我々は使っている。その素晴らしい言葉を使っているの

だという誇りと自覚をもって、生きたいものです。＜出典：09.8．19 読売新聞編集手帳＞ 

 

 

 

花房玲香と作品 

 


